
 

 

 

マップは？・・・ 

・昨年 11月から 5ヵ月ぶりの第 1層協議体開催です。前回の協議体では、 

QRコードマップについて説明をしたところで中断していました。 

協議体の開催が難しいなか、メンバーから個別に情報収集をしてマップ作成 

の材料を集めていました。 

しかし… 

コロナになってから、買い物や契約、会議などがオンライン化。 

サロンや体操などの活動は、中止。マップを作成してもすべてできあがったマップの情報がすべ

て中止であるとどうなのか…。 

ということで考えたのが 

 

 

 

      

                

             

 

 

 

マップは、平成 30年 11月第 5回の協議体で、日高市の地図から社会資源を可視化するために

協議体メンバーみなさんでマッピングをしたものが土台となっています。 

マップの配布対象は、ケアマネジャーや地域包括支援センターの職員、SC、サロンを運営するボ

ランティア、地域おたすけ隊、協議体のメンバー等です。 

5月には、完成できると思うので、活用してください。 

QR コードの読み取り方プチ講座 

マップは、地域の高齢者にそこで得た情報を伝えら 

れるように、まずは、協議体メンバーにQRコード 

の読み取り方を知ってもらうため、ドコモショップ 

日高店店長の冨安さんにお越しいただきQRコード 

の読み取り方プチ講座を開催しました。 

・埼玉県社会福祉協議会 

Facebookにも 

今回の協議体の様子を 

掲載しています 

 

 

第１層協議体ダイジェスト版 

「地域を強くするために今何が必要か」 
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情報はインターネット上で常に更新が可能 
「情報は常に変わっていく」 

「コロナでサロンや体操などの活動は中止」 

すべてがオンライン化する中、 

紙のマップをベースに QRコードから 

直接情報を入手 

「インターネットに慣れない」 

「インターネット上の情報は多すぎて迷子になる」 

「インターネットはよくわからない」 



 

第２層生活支援コーディネーター（SC）から報告 

●宮崎生活支援コーディネーター（高麗地域包括支援センター） 

・高麗地域おたすけ隊準備会  ⇒準備会はコロナの影響で開催できていなかったが、4月 22日 

に開催予定。設立したら「利用したい」との声を聞いている。 

・横手台と武蔵台の地域ケア会議 ⇒11月に開催。「独居高齢者の把握方法」「外出の機会が減って 

いる高齢者への対策」「民生委員の社会調査ができず把握が困難」が地域課題 

・他市の事例 ⇒すべてオンラインになっている研修で「コロナで療養中の人が帰宅するにあたり室 

内掃除の相談」オンラインではなく「屋外での活動機会も増加」という他市の事例を聞いた。 

・ノルディックウォーク ⇒武蔵台ショッピングセンター内の朝採れファームでのノルディック 

ウォークの会を見学。毎週金曜日に開催。 

 

●内野生活支援コーディネーター（高麗川地域包括支援センター） 

・ファミリー丸広でのイベント ⇒1月に感染対策をしたうえでアイメガネの目のストレス測定、目 

の体操、講座などを実施。時間を細かく分け人数制限をして事前受付。すぐ定員に達した。 

・安否確認 ⇒「困ったことや不安なことがあれば地域包括支援センターへご相談ください」などの 

案内チラシを作成。安否確認のための民生委員さん、おたすけ隊などに配り、心配なかたや独居の 

高齢者のお宅へ配付。 

・地域おたすけ隊の定例会 ⇒たかね地域おたすけ隊、原宿地域おたすけ隊定例会へ参加。 

最近依頼がないなどの心配なケースや高齢者の困りごとや、ニーズを把握。 

 

●伊藤生活支援コーディネーター（高萩地域包括支援センター） 

・旭ヶ丘の朝市 ⇒中断していたが再始動。自治会加入のメリットを検討することで立ち上がった。 

・高萩地域包括支援センターのチラシ ⇒民生委員の見守り活動に活用。 

・日高団地のこどな食堂 ⇒日高団地で新たな地域食堂が開始。4月 11日（日）に 2回目実施。 

初回 50食を 75食に増やしたが、1時間ほどで完売。80％くらいが高齢者。 

・高萩団地第 2層協議体 ⇒3月 9日に開催。住民アンケートの実施を検討していたが、コロナ 

の影響で中断。 

第1層生活支援コーディネーター（鹿山SC）から報告 

・4市 2町生活支援体制整備事業 ⇒研修会の開催を検討していたが中止。 

その代わりに SCの コロナ禍での活動報告書として冊子を作成。 

・高麗地域おたすけ隊 ⇒コロナで 2回延期。次回 4月 22日に実施予定。 

・武蔵台グリスロ ⇒ゴルフカートによる移動サービスの実証実験。 

添乗する方が声をかけながら 

走っていて地域の見守りにもなっている。 

・坂戸市社協主催の地域支え合い事業情報交換会 ⇒ZOOMでの交換会。地域おたすけ隊の代表で 

進藤さんがコロナ禍の対応について講話。近隣の支え合い事業の情報共有。 

・感染予防動画 ⇒看護師にご協力いただき作成。手洗いの方法やサロン開催での注意点等を動画に！ 

 

4 市 2 町 
活動報告書 


